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原案
可決

同意

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

・�教育委員会の委員の任命の同意について　森
もり

山
やま

直
なお

洋
ひろ

さんを教育委員会の委員に任命

・�字の区域の変更について　
地籍調査事業の実施に伴い、木野山町の一部と上下町の一部の字の区域を変更する。

・�府中市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
デジタル社会の形成を図るための関係法律が改正され、新たな「個人情報保護法」に基づく運用へ移行させるため。

・�地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
市職員の現行の60歳定年を令和5年4月1日から2年に1歳ずつ引き上げ、令和13年度以降は65歳定年とする。

12月定例会は12月5日(月)から12月20日(火)まで16日間開き、議案16件、報告1件、発議1件　審議、議決しました。

令和4年度一般会計補正予算等を可決!令和4年度一般会計補正予算等を可決!
主 な 議 案

12月議会

・�府中市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
議会は新たな「個人情報保護法」の適用対象外であるため、市議会が独自に条例を制定する。

・�令和4年度　府中市一般会計補正予算（第6号）について
歳入歳出予算の総額に4億4,378万9千円を追加し歳入歳出236億4,703万3千円とする。

・�府中市議会　副議長に安友正章議員就任！

・�広島県水道広域連合企業団議員に加島広宣議員就任！

主 な 案 件

　11月7日～28日まで市内14か所で開催された令和４年
度の ｢議員と語る会（議会報告会）｣ には、総勢約200名の
市民の方に参加いただきました。各委員会からの報告の後、
来場された方との意見交換を行いました。市議会議員が市民
から直接ご意見やご要望、また課題をいただけることは非常
に貴重なことであり、市民にとっても議会を身近に感じても
らえる良い機会となりました。会場でいただいたご意見やご
質問への回答については、今後府中市のホームページなどへ
掲載する予定です。

市民の意見を政策へ市民の意見を政策へ
「議員と語る会」「議員と語る会」

発 議

国府公民館会場

協和公民館会場



　
　

鳥
獣
の
生
息
域
が
拡
大
し
、
イ
ノ
シ
シ
等
が
市
街
地
に
出
没
し
て

い
る
。「
鳥
獣
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
」
た
め
の
視
点
で
、
鳥
獣

対
策
の
取
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
地
域
課
題
解
決
の
社
会
実
装
で
、
鳥
獣
被

害
対
策
に
用
い
る
準
備
を
し
て
い
る
。
集
落
を
赤
外
線
カ
メ
ラ
等

の
搭
載
さ
れ
た
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
、
調
査
、
分
析
し
た
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
集
落
点
検
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
潜
み
場
を
特
定
し
、
草
刈
り

や
罠
の
設
置
な
ど
効
果
的
な
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
　

ど
の
よ
う
な
事
業
で
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う

　
　

児
童
生
徒
の
学
校
生
活
の
安
心
安
全
を
高
め
る
環
境
を
推
進
す
る

も
の
で
、
生
徒
の
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
た
め
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
※
な
ど
外
部
人
材
を

活
用
し
た
官
民
連
携
の
生
徒
指
導
支
援
チ
ー
ム
を
強
化
す
る
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
活
用
し
た
相
談
ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討
し
て
お
り
、
相

談
の
機
会
を
増
や
し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
る
環
境
を
作
り
出
し
て
い
き

た
い
。

※�

問
題
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
へ
働
き
か
け
た
り
、
関
係
機
関
等
と

の
連
携
・
調
整
を
行
う
人

　
　

利
用
者
と
環
境
に
優
し
い
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
で
き
る
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
ネ
ッ
ト
予
約
が
で
き
る
の
か
を
伺
う
。

　
　

利
用
さ
れ
る
団
体
が
ど
の
よ
う
な
組
織
で
、
利
用
目
的
な
ど
を
確

認
し
た
上
で
、
利
用
許
可
を
行
う
こ
と
も
必
要
な
の
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
化
す
る
と
適
正
な
運
用
が
困
難
と
な
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
、
利
用
さ
れ
る

方
々
の
要
望
も
聞
き
な
が
ら
、
今
後
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

協
力
隊
活
動
と
任
期
後
の
定
住
に
つ
な
が
る
支
援
を
図
る
た
め
の

「
中
間
支
援
組
織
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

任
期
後
も
引
き
続
き
地
域
の
重
要
な
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
中
間
支
援
組
織
の

役
割
り
機
能
は
現
在
、
市
の
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
ベ
ー
ス
で
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
は
反

省
し
つ
つ
、
改
め
て
戦
略
的
に
ど
う
活
用
す
る
の
か
、
地
域
課
題
解
決

に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
を
全
庁
的
に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　
　

取
組
内
容
と
サ
ミ
ッ
ト
閉
会
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
市
を
国
の
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
例
え
ば
「
恋
し
き
で
の
料
理

体
験
」「
上
下
天
領
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
阿
字
和
紙
作
り
体
験
」「
匠
の
技

も
の
づ
く
り
体
験
」
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。
12
月
補

正
に
お
い
て
は
「
ハ
コ
推
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う

名
称
で
市
内
産
品
を
包
括
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
を
提
案

し
、
サ
ミ
ッ
ト
後
も
府
中
市
の
将
来
に
つ
な
が
る
成
果

を
残
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
新
た
な
財
源
確
保
と
し
て
取
り
組
み
を
行

え
ば
、
財
政
運
営
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
。
そ
こ
で
、
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
て
行
う
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
を
推
進
さ
れ
て
は
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
同
様
に
、
本
市
の
魅
力
や
強
み
を
発
信

し
て
、
応
援
し
た
い
と
い
う
寄
付
者
を
募
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
へ
の
検
討
と
周
知
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

国
の
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
実
態
調
査
か
ら
、
府
中
市
で
の
当
事

者
を
推
計
す
る
と
約
３
０
０
人
と
な
る
。
市
の
把
握
状
況
と
、
今

後
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や
家
族
へ
の
支
援
拡
充
を
伺
う
。

　
　

現
在
、
市
や
関
係
機
関
へ
の
相
談
件
数
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の

は
33
人
で
あ
る
。
12
月
の
広
報
に
も
掲
載
し
た
が
、
相
談
窓
口
を

リ
・
フ
レ
の
健
康
推
進
課
に
開
設
し
た
。
今
後
、
当
事
者
の
相
談
や
居

場
所
づ
く
り
等
、「
ひ
き
こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
機
能
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。

　
　

市
の
イ
ベ
ン
ト
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
活
用
し
て
賑
わ
い
を
創
出
し

て
い
る
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の
営
業
は

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
条
例
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
在
の
条
例
で
も
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
営
業
は
可

能
。
し
か
し
、
ひ
と
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
時
代

に
お
い
て
、
都
市
公
園
の
役
割
り
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
時
代
に
即
し
た
新
た
な

使
わ
れ
方
へ
の
対
応
な
ど
が
、
柔
軟
に
行
え
る
よ
う
条

例
改
正
も
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

広
島
県
・
市
の
学
校
用
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
入
札
談
合
で
11
社
に
排

除
措
置
命
令
が
出
た
。
府
中
市
で
の
対
応
お
よ
び
、
パ
ソ
コ
ン
調

達
に
支
障
が
出
る
の
か
、
該
当
業
者
が
落
札
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
伺

う
。
ま
た
、
不
正
抑
止
の
た
め
土
木
工
事
以
外
の
入
札
情
報
も
１
年
程

度
公
開
し
て
お
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　

府
中
市
登
録
の
該
当
業
者
は
３
～
４
か
月
の
指
名
除
外
と
し
た

が
、
調
達
に
支
障
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
こ
３
年
間
の

学
校
用
パ
ソ
コ
ン
の
入
札
に
該
当
事
業
者
の
参
加
は
な
か
っ
た
。

創生会

森
もり

川
かわ

　 稔
みのる

鳥
獣
対
策

Q  A   

創生会

棗
なつめ

田
だ

 澄
すみ

子
こ

地
方
版
孤
独
・
孤
立
対

策
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

Q  A   

創生会

真
さな

田
だ

 光
みつ

夫
お

上
下
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
ネ
ッ
ト
予
約

Q  A   

創生会

本
ほん

谷
たに

 宏
ひろ

行
ゆき

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
」
の
活
用
促
進

Q  A   

創生会

三
み

藤
とう

 　毅
つよし

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
係
る

府
中
市
の
取
り
組
み

Q  A   

公明党

加
か

島
しま

 広
ひろ

宣
のぶ

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

Q  

A   

公明党

大
おお

本
もと

千
ち

香
か

子
こ

ひ
き
こ
も
り
支
援

Q  A   

市民クラブ

芝
しば

内
うち

 則
のり

明
あき

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
活
用

Q  A   

市民クラブ

土
ど

井
い

 基
もと

司
じ

学
校
用
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
入
札

Q  A   

12
月
８
日
、
９
日　

12
人
の
議
員
が

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

&
A

Q   



　
　

現
在
、
上
下
高
校
存
続
支
援
の
た
め
、
同
窓
会
等
が
中
心
と
な
り

来
春
の
入
学
者
に
一
律
５
万
円
の
入
学
支
度
金
を
準
備
し
た
。
府

中
市
の
存
続
支
援
の
具
体
策
を
伺
う
。

　
　

県
教
委
は
２
年
後
の
上
下
高
校
全
生
徒
数
80
名
回
復
の
方
針
を
示

し
た
。
今
ま
で
市
は
上
下
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
、
天
領
あ
や
め
塾
を
支
援
し
て
き
た
。
今
後
は
近
畿
大
学
と
連
携
し

た
人
材
派
遣
や
上
下
運
動
公
園
の
芝
生
化
と
部
活
動
の
連
携
、
北
市
民

病
院
と
連
携
し
た
介
護
人
材
養
成
等
を
行
う
。下
宿
確
保
も
検
討
す
る
。

　
　

後
期
高
齢
者
の
免
許
返
納
率
が
高
ま
る
こ
と
や
地
域
公
共
交
通
要

望
に
対
す
る
交
通
手
段
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

府
中
市
で
は
、
来
年
度
策
定
予
定
の
地
域
公
共
交
通
計
画
に
お
い

て
、
利
用
者
を
想
定
し
た
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
化
さ

せ
た
議
論
を
検
討
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
で
は
、

鉄
道
や
路
線
バ
ス
な
ど
の
乗
り
合
い
型
の
交
通
機
関
等
、
全
体
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
視
点
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

　
　

今
回
の
事
故
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
被
害
へ

の
対
応
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　
　

事
故
の
発
生
お
よ
び
警
戒
す
る
旨
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
遅
か

っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
事
故
と
養
鯉
池
で
の
魚
の
へ

い
死
の
因
果
関
係
は
立
証
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
微
小
な

汚
泥
が
池
に
流
れ
込
ん
だ
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は
、
養
鯉
池
の
管
理
者
の
方
に
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

市民クラブ

水
みず

田
た

 　豊
ゆたか

県
立
上
下
高
等
学
校
の

存
続
支
援

Q  A   

無所属

藤
ふじ

本
もと

 秀
ひで

範
のり

地
域
公
共
交
通
の

在
り
方

Q  A   

無所属

岡
おか

田
だ

 隆
たか

行
ゆき

出
口
川
汚
泥
流
出
事
故
へ
の

認
識
と
被
害
者
へ
の
対
応

Q  A   

・�

議
案
第
73
号
、
府
中
市
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
原
案
可
決
）

　
　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
と
、
従
来
の
府
中
市
の

条
例
と
の
相
違
点
は
。

　
　

相
違
点
は
次
の
と
お
り
、
①

個
人
情
報
の
開
示
等
の
手
続

に
つ
い
て
、
法
定
代
理
人
の
み
に

限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
見

人
等
も
で
き
る
よ
う
緩
和
さ
れ
る

こ
と
。
②
国
の
個
人
情
報
保
護
委

員
会
の
監
督
下
に
置
か
れ
、
漏
え

い
等
が
発
生
し
た
場
合
等
は
国
へ

報
告
を
行
う
よ
う
に
な
る
こ
と
。

③
個
人
情
報
の
取
扱
い
が
１
０
０

０
人
を
超
え
る
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い

て
は
、
概
要
の
公
表
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
こ
と
。
④
審
議
会
を
廃
止

し
審
査
会
に
一
元
化
す
る
こ
と
。

⑤
現
行
の
条
例
で
は
、
議
会
も
対

象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
個
人
情
報

保
護
法
で
は
、
議
会
は
対
象
と
さ

れ
な
い
こ
と
。
の
５
つ
の
主
な
相

違
点
が
あ
る
。

　
　

府
中
市
の
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
た
罰
則
と
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
罰
則
の
関
係
取
り
扱
い

は
。

　
　

正
当
な
理
由
な
く
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
を
提
供
し
た
場

合
、
不
当
な
利
益
を
図
る
目
的
で

個
人
情
報
を
提
供
・
盗
用
し
た
場

合
、
及
び
個
人
情
報
を
業
務
以
外

で
収
集
し
た
場
合
は
、
条
例
も
国

の
法
律
も
同
じ
罰
則
の
重
さ
を
か

け
て
い
る
。
異
な
る
点
と
し
て
は

不
正
に
よ
り
開
示
決
定
を
受
け
た

場
合
の
行
政
罰
（
過
料
）
に
つ
い

て
、
現
行
条
例
の
５
万
円
に
対
し

法
律
は
10
万
円
と
重
く
な
る
。
ま

た
、
国
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会

へ
の
報
告
に
つ
い
て
、
虚
偽
や
拒

否
を
し
た
場
合
に
は
罰
金
50
万
円

の
刑
事
罰
が
新
た
に
適
用
と
な

る
。
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
は
市
の

条
例
に
基
づ
き
、
４
月
１
日
以
降

は
法
律
に
基
づ
く
も
の
と
な
る
。

・�

議
案
第
76
号
、
府
中
市
行
政
手

続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て�

　
（
原
案
可
決
）

　
　

生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
を

生
活
保
護
法
に
準
拠
し
て
保

護
す
る
に
あ
た
り
、
個
人
番
号
を

利
用
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る

が
、
対
象
と
な
る
外
国
人
の
在
留

資
格
、
対
象
人
数
、
医
療
扶
助
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

外
国
人
の
在
留
資
格
に
つ
い

て
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
に
基
づ
く
在
留
カ
ー

ド
、
又
は
日
本
国
と
の
平
和
条
約

に
基
づ
く
日
本
国
籍
を
離
脱
し
た

者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特

例
法
に
基
づ
く
特
別
永
住
証
明
書

を
持
た
れ
た
方
で
、
生
活
に
困
窮

す
る
外
国
人
が
対
象
と
な
る
。
対

象
と
な
る
人
数
は
、
令
和
４
年
12

月
１
日
現
在
３
名
で
あ
る
。ま
た
、

医
療
扶
助
事
務
の
流
れ
に
つ
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
導

入
さ
れ
た
後
は
、
ま
ず
生
活
保
護

受
給
者
が
医
療
機
関
を
受
診
す
る

前
に
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
※
が
保

護
受
給
者
で
あ
る
こ
と
の
情
報
や

受
診
予
定
の
医
療
機
関
情
報
な
ど

を
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
に
登
録

総
務
文
教
委
員
会

Q  AQ  A

厚
生
委
員
会

Q  A

委
員
会
で
の
審
査

し
、
そ
の
後
、
生
活
保
護
受
給
者

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
導
入
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
は
、
生
活
保
護
受
給

者
が
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口

で
、
医
療
保
険
制
度
の
被
保
険
者

と
同
様
の
形
で
資
格
確
認
が
行
わ

れ
る
こ
と
や
、
診
察
時
に
薬
剤
情

報
や
健
診
情
報
を
一
元
的
に
閲
覧

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
良
質

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
確
実
な
資
格
確
認
及
び
本
人
確

認
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら

に
は
、
本
市
に
お
い
て
、
現
在
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
行
っ
て
い
る
医

療
券
・
調
剤
券
の
発
行
事
務
の
効

率
化
も
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

※
相
談
支
援
業
務
を
行
う
職
員

・�

議
案
第
71
号
、
字
の
区
域
の
変

更
に
つ
い
て�

（
原
案
可
決
）

　
　

字
名
を
新
規
に
つ
く
る
際
に

基
準
が
あ
る
の
か
。

　
　

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍

調
査
で
字
の
区
域
の
変
更
を

行
う
と
き
は
、
地
番
区
域
の
調
整

と
い
う
基
準
に
基
づ
い
て
変
更
し

て
い
る
。
地
番
区
域
の
調
整
の
一

例
と
し
て
、時
代
の
変
化
に
よ
り
、

字
の
異
な
る
農
地
同
士
を
合
筆
す

る
場
合
で
あ
る
と
か
、
道
路
の
拡

張
に
よ
り
、
拡
張
部
分
の
字
を
元

の
道
路
の
字
に
揃
え
る
場
合
、
ま

た
、
一
つ
の
区
域
の
中
に
他
の
字

名
の
筆
が
あ
る
も
の
を
一
つ
の
区

域
の
字
に
揃
え
る
場
合
な
ど
が
あ

る
。
字
の
区
域
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
際
に
は
、
現
状
を
把
握
し
た

う
え
で
土
地
所
有
者
や
関
係
者
の

皆
様
に
説
明
し
て
意
見
を
聞
き
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　

現
在
、
字
名
は
一
般
的
に
ど

う
い
っ
た
ケ
ー
ス
に
使
わ
れ

る
の
か
。

　
　

一
般
的
に
は
、
住
民
票
や
戸

籍
な
ど
は
町
名
や
番
地
ま
で

を
住
所
表
示
に
使
用
し
、
字
名
は

法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

登
記
簿
な
ど
、
土
地
の
権
利
に
係

る
表
示
に
使
用
さ
れ
る
。

建
設
産
業
委
員
会
　
委
員
長
報
告

Q  

AQ  A

・�

議
案
第
80
号
、
令
和
４
年
度
府

中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
に
つ
い
て

　
　
「
府
中
の
こ
こ
ろ
、
ハ
コ
推

し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い

て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
か
。
ま
た
、
展

示
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
業
務
と
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
業
務
な
の
か
。

　
　

今
回
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
広

島
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
本
市
を
国
の
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。「
府

中
の
こ
こ
ろ
、
ハ
コ
推
し
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

の
集
ま
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
、

府
中
産
品
と
と
も
に
府
中
市
全
体

を
国
内
外
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

推
し
て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。

現
在
、
サ
ミ
ッ
ト
関
連
イ
ベ
ン
ト

を
「
恋
し
き
」
へ
誘
致
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
「
恋
し
き
」

で
府
中
市
内
産
品
を
展
示
し
、
趣

総
務
文
教
分
科
会

Q  A 予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査



令
和
４
年
10
月
25
日（
火
）～
27
日（
木
）

・
東
京
都 

国
分
寺
市　

　
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
」

・
茨
城
県 

守
谷
市　
　

　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
※
」

・
静
岡
県 

富
士
市　
　

　
「
行
政
経
営
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
」

　

富
士
市

で
は
、「
行

政
経
営
プ

ラ
ン
」
の

取
り
組
み

に
つ
い
て�

視
察
し
た
。

将
来
に
わ

た
り
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
自
主
財
源
の
確
保
や

保
育
所
の
民
営
化
な
ど
民
間
活
力

の
導
入
を
図
ら
れ
て
い
た
。
府
中

市
に
お
い
て
も
大
切
で
あ
る
と
感

じ
た
。

※�

一
人
一
台
端
末
と
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
学
校
へ
整
備
す
る
構
想

令
和
４
年
10
月
25
日（
火
）～
27
日（
木
）

・
北
海
道 

奈
井
江
町

　
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

・
夕
張
市	

　
「
夕
張
市
立
診
療
所
」

・
栗
山
町	

　
「
ケ
ア
ラ
ー
※
支
援
の
取
り
組
み
」

　

奈
井
江
町
の
「
保
健
セ
ン
タ
ー�

・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
・
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
行

政
視
察

し
た
。

病
棟
再

編
や
人

員
削
減

な
ど
を

行
い
、

サ
高
住

を
新
規
開
設
す
る
こ
と
に
賛
否
が

問
わ
れ
た
と
想
像
す
る
。
そ
の
結

果
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

大
幅
に
減
少
さ
せ
、
経
営
努
力
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
十
分
伝
わ
っ

た
。

※
介
護
者
等

令
和
４
年
10
月
12
日（
水
）～
14
日（
金
）

・
群
馬
県　

高
崎
市　
　

　
「
有
機
農
業
の
取
り
組
み
」

・
群
馬
県　

前
橋
市　
　

　
「
路
線
バ
ス
の
自
動
運
転
」

・
東
京
都　

大
田
区　
　

　
「
中
小
企
業
・
産
業
振
興
」

　

前
橋
市
の
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
実
装
実
験
セ
ン
タ
ー
を
行
政

視
察
し
た
。
自
動
運
転
走
行
の
実

現
に
向
け
て
構
内
で
自
動
運
転
バ

ス
を
走
ら
せ
実
験
を
重
ね
ら
れ
て

い
た
。今
後
、

自
動
運
転
は

公
共
交
通
の

一
つ
の
方
策

と
し
て
注
視

し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
行
政
視
察

の
あ
る
、
見
せ
る
展
示
を
行
う
こ

と
で
、
府
中
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
訴
求
力
を
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
展
示
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
業
務
と
は
、
見
せ
る

展
示
の
空
間
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

歳
出
の
う
ち
10
款　

教
育
費

に
つ
い
て
、
特
別
教
室
等
の

空
調
設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

夏
場
に
間
に
合
う
の
か
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
年
明
け
１
月
の
審
査

会
を
経
て
、
２
月
中
旬
に
、
公
告

入
札
し
、
３
月
中
旬
に
契
約
、
着

工
開
始
の
予
定
で
あ
る
。工
期
は
、

最
大
６
か
月
を
設
定
し
て
い
る

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
早
期
化
を

図
り
、
令
和
５
年
度
１
学
期
中
に

は
、
特
別
教
室
で
空
調
が
使
用
で

き
る
環
境
を
整
え
た
い
。

・�

議
案
第
80
号
、
令
和
４
年
度
府

中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
に
つ
い
て

　
　

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

は
、
次
年
度
以
降
も
継
続
し

て
実
施
す
る
と
あ
る
が
、
国
や
県

か
ら
の
財
源
が
な
く
な
っ
て
も
、

継
続
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
廃
止
し
た
出
産
応
援
金
と
の

違
い
は
何
か
。

　
　

令
和
５
年
９
月
末
ま
で
の
財

源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
降
、
こ
の
事
業
が
継
続
さ

れ
る
か
ど
う
か
は
、
国
に
お
い
て

調
整
中
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在

の
少
子
化
対
策
に
対
す
る
施
策
と

し
て
、
現
状
で
は
す
ぐ
に
廃
止
さ

れ
る
と
は
考
え
に
く
い
が
、
も
し

仮
に
国
の
施
策
で
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
時
点
で
、
市
独
自

の
支
援
策
を
検
討
す
る
か
、
判
断

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
府
中
市

独
自
の
「
出
産
応
援
金
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
令
和

元
年
９
月
ま
で
の
５
年
間
、
出
産

の
際
に
第
１
子
・
第
２
子
に
３
万

円
、
第
３
子
以
降
10
万
円
を
、
出

産
後
も
市
内
へ
定
住
し
て
い
た
だ

く
意
思
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
少

子
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
お

配
り
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
今

回
の
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

は
、
た
だ
単
に
支
払
っ
て
お
し
ま

い
と
い
う
単
発
の
も
の
で
は
な

く
、
給
付
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

妊
娠
届
出
時
や
出
産
時
に
、
保
健

師
に
よ
る
、
子
育
て
に
対
す
る
見

通
し
の
確
認
や
情
報
提
供
な
ど
を

行
う
面
談
を
必
ず
実
施
し
、
お
支

払
い
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
支
援
策

に
な
っ
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

・�

議
案
第
81
号
、
令
和
４
年
度
府
中

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
　

給
付
費
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
が
、
原
因
は
何
か
。

　
　

こ
の
半
年
間
で
、
特
に
１
件

あ
た
り
１
０
０
万
円
以
上
の

高
額
な
診
療
報
酬
明
細
書
が
、
昨

年
度
に
比
べ
て
30
件
増
加
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ
ま
で
控
え

て
い
た
手
術
や
高
い
費
用
が
か
か

る
治
療
を
受
け
る
方
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
1
件
当

た
り
の
市
が
負
担
す
る
額
が
、
外

来
・
入
院
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
、
保
険

給
付
費
、
高
額
療
養
費
の
増
加
に

つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・�

議
案
第
85
号
、
令
和
４
年
度 

府
中
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
　

光
熱
水
費
に
つ
い
て
、
燃
料

の
使
用
量
と
費
用
は
前
年
度

と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
の
か
。

　
　

物
価
高
騰
の
影
響
と
い
う
こ

と
で
、
電
気
使
用
量
は
、
前

年
度
比
で
４
．
４
％
増
に
対
し
、

支
払
い
額
が
前
年
度
比
42
．
９
％

増
え
て
お
り
、
電
気
料
の
補
正
額

は
７
２
７
万
４
千
円
。
ガ
ス
使
用

量
は
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
４
．

５
％
で
あ
る
が
、
支
払
い
額
は
、

前
年
度
比
で
プ
ラ
ス
20
．
１
％
と

な
り
、
ガ
ス
使
用
料
の
補
正
額
は

80
万
円
。
重
油
使
用
量
は
、
前
年

度
と
変
わ
ら
な
い
が
、
支
払
い
額

は
、
前
年
度
比
で
プ
ラ
ス
の
21
．

６
％
と
増
え
て
お
り
、
重
油
購
入

経
費
の
補
正
額
は
１
７
２
万
５
千

円
。
水
道
使
用
量
は
、
前
年
度
比

プ
ラ
ス
６
．
９
％
で
、
支
払
い
額

は
前
年
度
比
プ
ラ
ス
８
．
５
％
で

あ
る
が
、水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

物
価
高
騰
の
影
響
は
な
い
。

・�

議
案
第
80
号
、
令
和
４
年
度
府

中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
に
つ
い
て

　
　

有
害
鳥
獣
被
害
防
護
柵
、
電

気
柵
ソ
ー
ラ
ー
化
支
援
事
業

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
日
照

時
間
等
も
違
う
と
思
う
が
、
そ
う

い
う
課
題
は
ク
リ
ア
で
き
る
の
か
。

　
　

太
陽
光
発
電
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
太
陽
光
が
当
た
れ
ば
電

力
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
が
、
太

陽
光
が
当
た
っ
て
い
な
い
夜
間
や

日
照
不
足
の
時
間
は
発
電
で
き
な

い
、
あ
る
い
は
発
電
量
が
低
下
す

る
こ
と
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
、
太
陽
光
発
電
を

す
る
場
合
は
バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電

を
行
い
な
が
ら
運
用
す
る
こ
と
に

な
り
、
電
気
柵
の
消
費
電
力
は
、

１
時
間
当
た
り
約
０
．
３
ワ
ッ
ト

程
度
で
あ
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

発
電
能
力
は
５
ワ
ッ
ト
で
、
バ
ッ

テ
リ
ー
容
量
７
．
２
ア
ン
ペ
ア
以

上
で
あ
れ
ば
、
日
照
時
間
が
１
日

３
．
５
時
間
程
度
で
も
十
分
に
運

用
可
能
で
あ
る
。
効
果
的
な
電
気

柵
に
よ
る
鳥
獣
対
策
を
行
う
場
合

は
、
24
時
間
通
電
を
基
本
と
し
て

い
る
た
め
、
守
る
農
地
の
規
模
に

見
合
っ
た
設
備
に
す
る
必
要
が
あ

る
。

・�

議
案
第
84
号
、
令
和
４
年
度
府

中
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
　

高
木
ポ
ン
プ
場
と
角
田
ポ
ン

プ
場
の
耐
水
化
診
断
業
務
と

は
、ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
か
。

　
　

近
年
頻
発
す
る
大
雨
等
に
よ

り
、
下
水
処
理
場
や
雨
水
ポ

ン
プ
場
な
ど
の
下
水
道
施
設
が
浸

水
し
、
機
能
停
止
す
る
被
害
が
各

地
で
生
じ
て
い
る
。
下
水
道
施
設

は
市
民
生
活
や
命
に
関
わ
る
重
要

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
災
害
時
に
お
い
て
も
そ
の
機

能
を
確
保
す
る
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
お
り
、
府
中
市
に
お
い
て

も
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
耐
水
化

診
断
業
務
は
詳
細
設
計
を
行
う
前

に
、
耐
水
化
で
必
要
と
す
る
対
策

が
、
建
物
や
構
造
物
に
ど
の
様
な

影
響
を
与
え
る
か
を
検
証
す
る
も

の
で
、
事
前
に
診
断
を
行
う
こ
と

で
詳
細
設
計
や
耐
水
化
工
事
の
効

率
的
か
つ
円
滑
な
実
施
が
出
来
る

も
の
で
あ
る
。

Q  A厚
生
分
科
会
報
告

Q  A

Q  A

Q  A建
設
産
業
分
科
会
報
告

Q  A

Q  A



　

10
月
12
日
の
府
中
東
高
校
と
の
意
見
交
換

会
に
続
い
て
、
市
内
の
２
つ
の
県
立
高
校
生

と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
府
中
高
等
学
校

日　

程
：
令
和
４
年
11
月
１
日

テ
ー
マ
：「
地
域
を
考
え
る
」

　

主
権
者
教
育
の
実
践
学
習
と
し
て
、
市
議

会
議
員
と
の
意
見
交
換
に
よ
り
政
治
を
身
近

に
感
じ
、
市
政
へ
の
興
味
を

促
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
新
た
な

発
想
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
実
施
し
ま
し
た
。

◆
上
下
高
等
学
校

日　

程
：
令
和
４
年
11
月
18
日

テ
ー
マ
：�「
地
方
自
治
の
実
態
か
ら
政
治
を

捉
え
る
」

　

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で

き
る
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と

や
、
政
治
的
教
養
を
身
に
付

け
、
主
体
的
に
政
治
参
加
で

き
る
力
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
実
施
し
ま
し
た
。

建設産業常任委員会体制
の変更

市政参画促進特別委員会
体制の変更

　安友議員の副委員長辞任に伴い、
委員会体制を変更しました。
新任：森川 稔 副委員長（元委員）、
　　　安友正章委員（元副委員長）

　加納委員長の議員辞職に伴い、委
員会体制を変更しました。
新任：大本千香子委員長（元委員）、
　　　安友正章委員（新）

所管常任
委 員 会 事務事業名 【今後の方向性】事務事業に対する提言

総
務
文
教
常
任
委
員
会

府中｢ＧＩＧＡスクール構想」ステッ
プアップ事業

【現状のまま継続すべき】全国の類似自治体と比べても、ハード面に対する体制構築は先進的に進められ評価できる。授業
での端末活用は進んでいるが、効果的な活用までは至っておらず、ＩＣＴリテラシー（情報通信技術の能力）並びに教員のＩＣ
Ｔ活用指導力の向上が求められる。
タブレットの使用については、学校や教員任せにせず、府中市として学年ごとの目標を定め、子どもたちが安心安全に利用
できる環境整備に配慮されたい。

新たなヒトの呼び込み（移住定住促
進事業）

【一部見直しのうえ継続すべき】コロナ禍の影響下においても、空き家活用や、ホームページ作成、ワーキングホリデー（都
市部の若者たちが一定期間地域に滞在し、働いて収入を得ながら、地域住民との交流や学びの場などを通じて地域での暮らしを丸ごと体感し、地域との
関りを深める取り組み）など色々な取り組みが移住につながり、一定の成果を上げているが、全国的に地方移住の機運が高まっ
ている中では満足できる評価とは言い難い。
移住検討者のニーズや他市町への転出要因等の把握を行い、移住の可能性のある層が狙えているのか、取り組みがマッチ
しているのか精査し、事業の推進を図られたい

地域防災力強化事業

【一部見直しのうえ継続すべき】目標に対する実績は低調であるが、コロナ禍による影響によるものと考える。市民の命に
関わる重要度の高い事業であり、マイ・タイムライン（一人ひとりの防災行動計画）の普及に努め、豪雨災害の記録も活用しなが
ら、災害に対する市民の関心を高めるよう取り組まれたい。
地域、学校では、防災リーダーの尽力により、防災意識が高まりつつあるが、地域格差の解消に向けて事業を進められたい。
また、消防団の将来像については、処遇の見直しなども含め、早急に考え方をまとめられたい。

ドローン戦略の推進

【抜本的な見直しのうえ継続すべき】ものづくり体験やレースイベントにより認知度の向上は期待できるが、すでに実証実
験を終了し、実用化に向けた動きを行っている先進地もある中で、事業戦略としての効果が低いため、ファブラボ（ほぼあら
ゆるものを作るために３Dプリンタ（立体モデルを製作する機械）やカッティングマシンなど多様な工作機械を備えた工房）のあり方を含め、抜本
的な見直しを検討されたい。
また、産業分野におけるビジネスとして成立させるためにも、専門家の知見を活用しながら府中市の指針を明確化し、取り
組みを加速されたい。さらなる認知度の向上に取り組み、「ドローンのまち」に向けた機運の醸成を図られたい。

ＤＸ（デジタル技術を用いて業務改革をする
こと）の推進～ＩＣＴを活用したまち
づくり～
【市民生活総合支援アプリ構築事業】

【現状のまま継続すべき】登録者数を増やし、早期に目標の5,000ダウンロードを達成したことは評価できるが、若者や高齢
者などに十分浸透しているとは言えない。市民ニーズを的確に把握して、よりスピーディーに対応し、より利便性の高いも
のに改善を図られたい。今後の発展を期待し、魅力あるコンテンツによる事業を拡充されたい。

厚
生
常
任
委
員
会

府中版ネウボラ（妊娠期から出産、就学前
までの間、母子や家族を支援するための拠点
やその制度）事業

【現状のまま継続すべき】コロナ禍にありながら、来所者は順調に推移しているように思われる。今後も、産前産後の精神的
に不安定な母親の不安解消を図る取り組み等、切れ目のない子育て支援を継続して行っていただきたい。

ＤＸの推進～ ICTを活用したまち
づくり
～発達障害・児童虐待への対応（子
どもの予防的見守り支援事業）

【一部見直しのうえ継続すべき】現段階ではＡＩ（人工知能）予測結果が実際の業務で使用できるレベルに達していない。継続
して関連データの充実を図り、ＡＩでの絞り込み精度を上げるとともに、実働体制の充実を含め、対面でのサポート可能な
体制を着実に整えられたい。

フレイル（加齢により心身が老い衰えた状
態）予防事業（元気もりもり教室ビギ
ナー編）

【一部見直しのうえ継続すべき】要介護者の増加予測に対し、健康寿命の延伸と重度化予防の観点からも、とても重要な事
業である。蓄積しているデータを有効に活用し、ＰＤＣＡサイクル（計画、実行、評価、改善という一連のサイクルにより制度を高めるこ
と）が円滑に機能するよう明確に数値を定め、取り組んでいただきたい。また、フレイル予防に資する事業として体力を使
うスポーツ大会の開催を検討するなどし、目標の拡充に取り組んでいただきたい。

介護人材確保事業
【一部見直しのうえ継続すべき】介護職員の不足により、今後増加する後期高齢者への対応が懸念される。介護人材の確保
は、事業所におけるサービス継続のためには必須であるが、市が行う必要性を明確化し、目的に沿った効果となっているか
見極め、事業を継続していただきたい。

地域共生モデル事業
【一部見直しのうえ継続すべき】地域共生社会のために地域力のアップは市内全域で必要である。課題を明らかにしつつ、
市が直接できることと、町内会・地区社協等との役割分担や達成可能な目標なのか等、事業として行うためのさらなる課
題（この事業の必要性について等）の整理を行い、市内全域の事業となるよう取り組んでいただきたい。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

産学官連携支援事業（商工業振興）

【一部見直しのうえ継続すべき】個別企業が持つ課題に沿った技術相談や技術指導により解決に結びつくなど効果は出て
いる。
府中市の産業が直面している共通課題の解決に向け、大学と企業の共同研究を拡充されたい。
また、リスキリング（次世代の働き方に向けて新しい能力を身に付けること）などデジタル関連のスキルや知識を習得し、企業でＤＸ
の推進ができるよう取り組まれたい。

チャレンジファーム広島・上下農場
研修生の新規就農に向けた支援事業

【現状のまま継続すべき】新規就農に向けた支援事業は、今後、府中市農業振興ビジョンを推進していくうえでも優れた施
策であり、幅広く農業後継者を育成するなど支援策を拡充されたい。
また、就農者の安定的な収入確保が営農継続には不可欠であることから、府中市農業のブランド化を確立するなど、稼ぐ農
業への転換に向け、取り組みを加速されたい。

駅周辺の賑わいづくり事業
【現状のまま継続すべき】第１期整備後、イベント、ワークショップ（グループ学習、研究集会）等の実証実験等を通じて、賑わい
づくりに大きな効果があったと評価できる。
「駅周辺が若者や子育て世代を中心に賑わい、住み続けられるまち」を実現するため、プロモーションを継続しつつ第２期
整備及び府中駅から国道まで抜ける道路の整備について早期実現に向けて取り組まれたい。

恋しき・翁座保存・活用事業
【現状のまま継続すべき】恋しき、翁座とも歴史的・文化的に大変貴重な建造物であり、本市を代表する観光資源である。建
物の保存だけではなく、本来の目的に沿った活用を図られたい。
その際、恋しき・翁座の両方の活用を同時に進めるには資源的に限界があることから、別々の事業として具体的な目標を
掲げ、稼ぐ観光の早期実現に向けて取り組まれたい。

市内排水路（浸水）対策事業
【現状のまま継続すべき】異常気象に起因した浸水対策は急務であり、市内全域の排水路等の状況を把握して対策を講じる
必要がある。
本事業は、排水路、樋門などの現状分析を行い、対策を地域住民と共に行う、これまでにない対応である。安全安心なまちづ
くりに向けた詳細設計・改良工事については、優先順位をつけ早期実現に向けて取り組まれたい。

令和３年度決算に係る事務事業に対する提言

特
集�（
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
）

　市議会では、令和3年度の決算に係る事業から各常任委員会で対象事業を抽出し、今後の事業の方向性と評価意見を次のとお
りとりまとめ、市長へ提言しました。



　

２
月
３
日
は
「
節
分
」
で
す
ね
。
節
分
と

い
え
ば
鬼
払
い
の
風
習
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
中
国
か
ら
伝
来
し
、
平
安
時
代
か
ら
病

や
災
禍
を
追
い
払
う
儀
式
と
し
て
宮
中
行
事

で
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
邪
を

払
い
福
と
春
を
呼
び
込
む
行
事
の「
豆
ま
き
」

と
し
て
広
く
浸
透
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数

年
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
今
年
で
追
い
払
い
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
５
月
19
日
か
ら
21
日
ま

で「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

千
載
一
遇（
せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う
）の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
府
中
市
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
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11月・12月議会での各議員の議決結果�（賛否が分かれたもの、主なもののみ掲載しています。詳細は府中市ホームページをご覧ください）

（－議長は採決に加わらず、欠は欠席、×は反対、○は賛成、棄は棄権、除は除斥・・・本人等に関わる議案については審議に参加できないこと）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 議員名
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棗
田　
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子

11月
議会

条 例 府中市手数料条例の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予 算 令和４年度府中市一般会計補正予算（第５号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月
議会

人 事 教育委員会の委員の任命の同意について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条 例 府中市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条 例 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予 算 令和４年度府中市一般会計補正予算（第６号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発 議 府中市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会の動き（10～12月）
10月4日	 市政参画促進特別委員会（高校生対象アンケート様

式の確認、市民対象アンケートについて）
10月4日	 議会運営委員会（9月定例会の振り返り、オンライ

ン委員会の検討　など）
10月5日	 広報広聴特別委員会（編集会議、府中東高校生との

意見交換会打ち合わせ　ほか）
10月6日	 総務文教委員会（事務事業評価について）
10月11日	 賑わいづくり特別委員会（調査事業の検討）
10月12日	 建設産業委員会（行政視察（群馬県高崎市、前橋市、

東京都大田区）（10/12～14））
10月12日	 厚生委員会（事務事業評価について）
10月12日	 広報広聴特別委員会（府中東高校生徒との意見交換

会）
10月21日	 建設産業委員会（事務事業評価について、管内視察

のまとめ）
10月21日	 広報広聴特別委員会（府中高校・上下高校 生徒と

の意見交換会打ち合わせ）
10月25日	 厚生委員会（行政視察（北海道奈井江町、夕張市、

栗山町）（10/25～27））
10月25日	 総務文教委員会（行政視察（東京都国分寺市、茨城

県守谷市、静岡県富士市）（10/25～27））
10月28日	 議会運営委員会（臨時会（11/4）の議会運営について）
11月1日	 広報広聴特別委員会（府中高校生徒との意見交換会）
11月4日	 市政参画促進特別委員会（市民対象アンケートにつ

いて、次年度実施事業の確認）
11月7日	 議会運営委員会（議会運営について（12月定例会の

日程など））
11月8日	 建設産業委員会（行政視察のまとめ）
11月8日	 総務文教委員会（行政視察のまとめ、事務事業評価

について）
11月11日	 厚生委員会（行政視察のまとめ、事務事業評価につ

いて）
11月15日	 市政参画促進特別委員会（市民対象アンケート確認）
11月18日	 広報広聴特別委員会（上下高校生徒との意見交換会）
11月25日	 建設産業委員会（広島県水道広域連合企業団議員に

ついて）
11月29日	 議会運営委員会（議会運営について（12月定例会の

流れなど））
11月29日	 賑わいづくり特別委員会（対象事業の説明など）
12月13日	 総務文教委員会（付託議案の審査）
12月14日	 厚生委員会（付託議案の審査）
12月15日	 建設産業委員会（付託議案の審査）
12月20日	 広報広聴特別委員会（議会だより編集会議　ほか）
12月21日	 市政参画促進特別委員会（委員会視察の質問事項協

議）
12月22日	 賑わいづくり特別委員会（調査項目の協議）

視察の受入れ
11月1日	 岐阜県北方（きたがた）町（義務教育学校の学校運

営について、メリットと課題について（府中学園））
11月7日	 山口県下松（くだまつ）市（こどもの国公園におけ

る複合遊具等の整備計画について）
11月17日	 北海道長沼（ながぬま）町（小中一貫教育と一体型

校舎について（府中明郷学園））

府中市公式アプリ「Ｍｙ
府中」のダウンロードは
こちらからどうぞ。
スマートフォンやタブレッ
トへ無料でダウンロード
して利用できます。

� 加　島　広　宣
　府中市が広域連携企業団に入ることで水道料金の改定は、市独自の
単独経営より、一定程度の値上げ抑制ができ、また国の交付金を活用
しての整備がおこなえることで、老朽管路の更新などが可能となると
考えられます。また、事業執行のためのマンパワー不足の解消も見込
まれるなどのメリットは多く、そうした企業団会議への出席をするた
めに本市の代表議員としての要職を賜りました。もとより、浅学菲才
ではありますが、これからの、府中市水道事業の進展のために、微力
ではありますが誠心誠意努力してまいる所存でございます。何卒よろ
しくお願い申し上げます。

水道広域連携企業団議員就任あいさつ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
！

� 安　友　正　章
　伝統ある市議会の副議長という大任を拝し、身に余
る光栄でございます。また同時に、責任の重さを痛感
いたしております。議長を支え、公正かつ円滑な議会

運営に努めてまいりますので、どうかよろしくお願い申し上げます。
　人口減少や少子高齢化、いまだコロナ禍など市政の課題は山積して
おります。まずは市民の安全・安心を確保するとともに、活力ある府
中市の実現に向け、議長と共に市議会の総合力を発揮できるよう全力
で頑張る決意でございます。
　市民の皆様のご支援、ご協力をどうか宜しく賜りますよう心からお
願い申し上げます。

副議長就任あいさつ

　市政参画促進特別委員会では、「市民の皆さんの声をもっと反映し
たい」「府中市の事を一緒に考えたい」と、議会や議員、市政参画に
関するアンケートを実施中です。ご協力よろしくお願いします。
対象：府中市内に在住する満18歳以上の方
期間：2/1～2/28
方法：府中市公式アプリ My府中 および 市議会ホームページ から


